
【中学校】【外国語科】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 18 日（水）～10 月７日（月） 

対 象 花巻市立花巻中学校 第２学年 １クラス 

授業者 総合教育センター 主任研修指導主事 向口 千絵子 

１ 単元名 

PROGRAM５ Work Experience (SUNSHINE ENGLISH COURSE２) 

２ 単元の目標 

職業体験で学んだことについて、お互いの苦労や努力等を共感し合いながらスピーチの発表会をするた

めに、簡単な語句や文を用いてスピーチをすることができる。 

３ 単元の評価規準「話すこと［発表］」 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・疑問詞＋to 不定詞、look,get

等＋形容詞、become＋名詞［形

容詞］、主語＋give,buy 等＋目

的語＋形容詞を用いた文の構造

を理解している。

・職業体験について、事実や自分

の考え、気持ちなどを整理し、

疑問詞＋to 不定詞、look,get

等＋形容詞、become＋名詞［形

容詞］、主語＋give,buy 等＋目

的語＋形容詞などの簡単な語句

や文を用いて学んだことなどを

話す技能を身に付けている。

職業体験で学んだことについて

同学年の様々な人と共有するた

めに、共有したい発見・苦労（事

実）や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話すこと

ができている。 

職業体験で学んだことについて

同学年の様々な人と共有するた

めに、共有したい発見・苦労（事

実）や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話そうと

している。 

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」●学習過程の可視化と学習課題の明確化 

・単元の目標と具体的なゴールの言語活動を常に確認しながら学ぶことができるよう、単元学習シートを

共有する。 

・実際に行われた職業体験と関連付けた授業構成により、言語活動を内容面・言語面で振り返る際に生徒

がより自分事として課題を捉え、主体的に学ぶことができるようにする。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●自己評価や言語活動の改善を促す学習過程 

・職場体験での経験（事実）や自分の考えを整理し、適切に話すことができるようにするために、ペアや

グループでの言語活動を設ける。 

・言語活動の振り返りを行い、友だちの言語活動の工夫等から学んだことを、自己の学習課題の解決につ

なげていくことのできるよう、指導の個別化を図る。 

・学習者用デジタル教科書等 IＣＴを積極的に活用し、音声等を確認したり、自分のスピーチに必要な表

現を参照したりするなど、自ら学習を調整することのよさを共有できるようにする。 

視点３「学習の振り返り」●学んだことの自覚化を促す場の設定 

・対話的な学びを通して気付いたことを交流したり、単元学習シートに課題の解決に向けての達成状況を

記入したりすることで、どのような学習方法で自身の言語活動の改善が図られたかの自覚化を促し、達

成感を次の学びへとつなげられるようにする。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体７時間） 

時 ねらい（■）・主な言語活動等（丸数字） 知 思 態 ◇評価[評価の観点]

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導

１

■単元の目標と学習内容について理解し、自己目標を設

定する。

①職業体験について教師とやり取りし、題材に関する興

味・関心をもつとともに、単元のゴールとなる言語活

動についてイメージをもつ。

②職業体験に関してメモを基にスピーチを行いグルー

プの人と考えを伝え合う。（単元のゴールで行うパフ

ォーマンス課題に現段階でどの程度取り組むことが

できるかの確認）

③単元のゴールの活動を理解する。

④単元の自己目標を設定する。

◆単元の目標と学習内容につい

て理解し、見通しをもつ。

◆言語活動を振り返り、単元の

目標を達成するために、どの

点をどのように頑張れば良い

かを考え単元学習シートに記

入する。

 

 

 

 

２

■職業体験に関する英文を聞いたり読んだりして、概要

や要点を捉え、ペアで伝え合う。

①職業体験について書かれた教科書の本文を聞いたり

読んだりして、表に整理しながら把握する。

②疑問詞＋to 不定詞の働きや構造について、様々な例

を通して気付く。

③スピーチを改善する表現を考えるために、ペアやグル

ープで音読活動を行う。

④自分のスピーチを改善する視点で振り返りを行う。

◆言語活動を行った後、振り返

りを行う。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

３

■職業体験を通して「分かったこと」をペアに伝える。

①職業体験を経験した登場人物が、「見学して分かった

こと」を相手に伝える表現に注目して読む。

②look,get 等の動詞＋形容詞、become＋名詞［形容詞］

の働きや構造について、様々な例を通して気付く。

③スピーチを改善する表現を考えるために、ペアやグル

ープで音読活動を行う。

④自分のスピーチを改善する視点で振り返りを行う。

◆ペアやグループでの活動後

に、他の人が話していた内容

や話し方の工夫について参考

にできるようにする。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

４

■職業体験を通して「自分が成長したと思うこと」をペ

アに伝える。

①職業体験を経験した登場人物が、「最も印象に残って

いる出来事」を相手に伝える表現に注目して読む。

②主語＋give,buy 等の動詞＋目的語＋形容詞の働きや

構造について、様々な例を通して気付く。

③キーフレーズを基に、職業体験で「自分が成長したと

思うこと」を話したり聞いたりする。

④どのようなコメントや質問が、伝え合いをよりよくす

るか考える。

◆振り返りを交流し、目標を達

成するために工夫しているこ

とを学び合う。

◆スピーチを聞いた後の質問

や、やり取りの在り方につい

て、モデル等を参考にしなが

ら分析する。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

記録に残す評価は⾏わない。た
だし、ねらいに即して⽣徒の活
動の状況を⾒届けて指導に⽣か
すことは毎時間必ず⾏う。活動
させているだけにならないよう
⼗分留意する。 
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５ 

 

■学年の発表会に向けて、学級でのグループ内で発表を

行い、記録に残す。  

①ペアやグループで職業体験について伝え合う。 

②言語活動の振り返りを行う。 

③スピーチを聞いた際のコメントや、相手の体験につい

てより詳しく知るための質問について、整理する。 

④スピーチのためのメモを改善する。 

 

 〇 〇 〇 

◇活動の観察と動画記録から、

発話の中の英語使用の正確さ

について評価する。[知識・技

能] 

◇活動の観察と動画記録、振り

返りの記述から、聞き手を意

識して、感じたことや考えた

ことを話すことができている

か、話そうとしているか評価

する。［知識・技能］[思考・判

断・表現] [主体的に学習に取

り組む態度] 

 

◆単元の目標に照らして、より

よい発表会にするために必要

な言語活動の改善について考

える。 

６ 

■よりよい発表会にするための準備に必要なことを考

えて個々に必要な学習に取り組む。 

①職業体験を通して学んだことを発表・やり取りする際

の言語活動について、「お互いの苦労や努力等を共有

し合う」という目的に照らして見直す。 

②ロイロノートのこれまでの記録や、学習者用デジタル

教科書、友達との教え合い等、どのような方法で発表

会に向けた準備を行うか、自分で決定し、活動に取り

組む。 

③活動の振り返りを行う。 

   

 

◆単元の目標に対して自分に必

要な活動を考え行動できるよ

うにする。 

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。 

７ 

 

■同じ学年のグループで、職業体験を通して学んだこと

を、お互いの苦労や努力等を共有し合いながら発表す

る。 

■単元の学習を振り返り、できるようになったことを確

認する。 

①職業体験に関してメモを基にスピーチを行いグルー

プの人と考えを伝え合う。（話すこと〔発表〕） 【パフ

ォーマンス課題】 

②単元の学習を振り返り、できるようになったことや、

なぜできるようになったかについて書く。 

③今後どのように自分の学習を進めていきたいか考え

る。 

〇 〇 〇 

◇発表の観察と動画記録から、

発話の中の英語使用の正確さ

について評価する。[知識・技

能] 

◇発表の観察とグループの動画

記録、振り返りの記述から、聞

き手を意識して、感じたこと

や考えたことを話すことがで

きているか、話そうとしてい

るか評価する。［知識・技能］

[思考・判断・表現] [主体的

に学習に取り組む態度] 

 

◆発表会までの取組を振り返

り、できるようになったこと

や、なぜできるようになった

か、これからの学習に向けて

取り組みたいことを書いて自

覚化する。 

 

後
日 

ペーパーテスト、パフォーマンステスト 

〇 〇 〇 

◇学期末の総括的評価の場面

で、言語材料についての理解

の状況や、話すことの習熟状

況を評価する。［知識・技能］

[思考・判断・表現] [主体的

に学習に取り組む態度] 

 

記録に残す評価は⾏わない。ただ
し、ねらいに即して⽣徒の活動の
状況を⾒届けて指導に⽣かすこ
とは毎時間必ず⾏う。活動させて
いるだけにならないよう⼗分留
意する。 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」●学習過程の可視化と学習課題の明確化 

第１時 言語活動を通して学習過程への意識を高め、コミュニケーションの見通しを立てる場面 

本年度のＣＡＮ-ＤＯリストに基づいた単元全体の目標と、ゴールでの言語活動を確認した。生徒一人一

人がコミュニケーションの目的や場面、状況等をできるだけ具体的に理解するための活動として、学年の

生徒全員が取り組んだ職場体験について、スピーチの発表会を行うこととした。 

単元全体の学習過程について、単元学習シート

を基に見通しをもった後、現段階で自分はどのく

らい話すことができるのか自覚化を図るために、

ゴールの活動と同様に職場体験についてのスピ

ーチをペアで伝え合う活動を行った。多くの生徒

は、スピーチ用メモを作成するより、図１の（４）

ゴールの活動のルーブリックに示された三つの

条件に沿って話そうと思考する生徒が最も多か

った。発話では動詞の過去形の誤りや、条件３の

感じたことや考えを表現することがスムーズに

出てこないという声が聞かれた。 

（多かった発話の例） 

I go (体験場所) . 

I play child.  

Tired.  

スピーチをペアで伝え合う際、短時間での準備

ではあったが、教科書の表現、辞書、ＰＣでのイ

ンターネット検索機能等、自身の選択した情報検

索の方法で、すばやく発信までの方向性を自己決

定し表現しようとする姿が見られた。 

この時点で、実際の言語活動を通して

現在自分が話すことのできる表現を確

認するとともに、他の生徒が既習の表現

をどのように思い出しながら話す準備

をしているかを共有し、今後自分がどの

ような方法で言語活動を改善していく

かの見通しをもっていた。    

本単元では、領域としては「話すこと

（発表）」を評価することとするが、相手意識をより強くもてるよう、他のクラスの生徒が職場体験を通し

てどのような事を感じているのかを、英語によるコミュニケーションを通して知る活動を設定した。第１

時では、生徒がゴールで行う活動を実際に体験した後、発表会でのイメージをより明確にするために、教

師が相手のスピーチを聞いた後にコメントをしたり、質問をしたりして「やり取り」を行う様子を具体的

に示した。代表の生徒に教師のデモンストレーションを一台端末で撮影してもらい、学級全員がロイロノ

ート上でいつでも繰り返し見られるようにすることで、生徒が自らの学習を調整しながら自身の言語活動

を改善していくことができるよう工夫した。 

図２ 教科書や辞書の活用 図３ インターネット検索による確認 

図１ 生徒と単元の目標を確認した資料 
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第１時の終末、自己の学習状況の確認と、

ゴールの活動に向かってどのように学習を

進めていくかを考える場面を設けた。多く

の生徒は聞いたことに対して感想を述べた

り、質問したりすることに難しさを感じて

いたが、相手とのやり取りがあることを確

認し、相手意識をもってスピーチを改善し

ていくこと、どのような方法で改善してい

くかを考えていた。 

 

・グループで話したり聞いたりしてみて、自分が分かる単語しか言えなかったので、まず単語を覚えると

ころからスタートし、どんどんステップアップして英語で感想を言ったり、英語で交流できるよう頑張

りたいです。 

・英語で会話をもっとして、相手の聞き間違いがないくらい丁寧な発音にする。 

・英語でやり取りができるように、うまく話したり伝えたりできるよう頑張りたい。くわしく話せるよう

に構成をしっかりと作ることも頑張りたい。 

・相手の話している内容が少しでも分かるようになって、どんなことをしたのか知れるようになりたい。 

・自分の伝えたい事を相手に話すことに慣れていきたい。自分で考えて思っていたことをその場で文章に

して言えるようになりたい。そのためにも、文の構成をしっかりと理解して使い分けができるようにし、

知っている単語を増やしていろんな表現ができるようにしたい。 

 

生徒が自分の学習に対する取組の方向性を主体的に考えることができるようにするためには、単元のゴ

ールについて一方的に教師の説明を聞くだけではなく、実際に言語活動を体験することを通じて、今後の

学習過程への見通しをもち、自己調整することのできる場面設定の工夫が必要である。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●自己評価や言語活動の改善を促す学習過程 

第３時 学習者用デジタル教科書等ＩＣＴを活用して自分のスピーチの言語面、内容面の改善を図る場面 
第１時で単元のゴールの活動イメージを

もった際に、生徒の自発的な活用が少なか

った学習者用デジタル教科書について、生

徒が自分のペースで操作する時間を設け

た。生徒が、スピーチの改善に生かすことの

できる表現の知識を得たり、発音の確認を

したりするために有用であることを感じら

れるよう、個人での使用の際にはイヤホン

を使用した。生徒は、自身の必要とする音声

情報に集中し、繰り返し聞いたり、速度を調

節したりしながら学習者用デジタル教科書

の自分なりの使用の仕方を探っていた。短

い時間での操作であっても、個別での使用を

継続することで、生徒は互いに有用な方法を教え合うなど、目的に応じた使用ができていた。 

図４ 単元の自己目標を立てる際に言語活動を振り返る項目 

図５ 個人のペースでの学習者用デジタル教科書の操作 

表１ 生徒が記述した単元の目標 
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また、教科書の職場体験に関する英文を音読する個人練習と併せて、音読の録音課題に複数の生徒が協

働で取り組む活動を通じて、発音の難しい表現を互いに確認したり、学習者用デジタル教科書の機能で分

からないことを教え合ったりと、互いの学習の様子を知って自身の学習の改善に生かそうとする姿が見ら

れた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言語活動の途中で、メモを基に

どのようなスピーチを行ったか全

体共有する際には、単元の目標で

ある「職場体験について、お互いの

苦労や努力を共感し合う」ことに

対して、言語面、内容面での振り返

りを促した。コミュニケーション

の目的や場面、状況等を踏まえて、

教科書等の英文を取り入れる工夫

をしている生徒の例を全体で共有することで、相手意識をもって自分の言語活動を改善するために、他の

生徒のスピーチをよく聞こうとしたり、学習者用デジタル教科書の音声を確認したりするなどの自ら学習

を調整しながら学ぶ姿につながるよう工夫した。 

なお、生徒が学習者用デジタル教科書を使用して音読練習を行う際には、単元のゴールで自分のスピー

チに生かすことのできる表現を確認するため、和訳を表示しながら音読を行う生徒も多かった。明確な単

元計画に基づいて、初見での英文読み取りの活動をどこで行うか等、各活動の目的を生徒もその都度意識

して活動できるようにすることが大切である。適切な言語活動を展開する上でも、学習者用デジタル教科

書の特質を生徒自身もよく把握し、学び方の工夫を自己決定しながら学習を進めることに熟達することが

できるよう、継続的な指導を行うことが求められる。 

視点３「学習の振り返り」 ●学んだことの自覚化を促す場の設定 

第４時 単元の途中段階で学習を振り返り、自身の学習で調整の必要なことについて考える場面 

単元の途中で、これまでの学習過程を見つめ、単元のゴールの活動に向けて自身が立てた目標に対して、

できるようになってきたことや難しいと思うことを振り返る場面を設けた。 

生徒に記述させる際の問いかけは、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教

育政策研究所）第３編 事例５「主体的に学習に取り組む態度」の評価 ４「自己調整」を図ることがで

きるようにするための指導に示されている例を参考にした。 

 

左から図６・７・８ 協働で取り組む活動を通して自分の学習の調整を図る生徒たち 

左図９ グループでの実際の言語活動場面 

右図 10 言語活動後デジタル教科書を用いて音声の確認を行う場面 
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（現在の状況を確認し、目標達成に向けて今後何をすればよいか考えましょう） 

 （１）第１時からこれまでの学習で、できるように

なってきたことは何ですか。 

（２）これまでの学習で難しいと思うことは何ですか。また、

それができるようになるために、今後どんな工夫をしよ

うと思いますか。 

生徒１ まだスムーズには言えないけど、新しい単

語や例文なども使って文を作れた。 

文章を作るのが難しいと思います。今後はワークな

どで練習しようと思います。 

生徒２ 自分がどこに行ったのかを言えるようにな

った。文書を読めるようになってきた。 

少ない単語から文書を作り出すのが難しい。自分が

何をしたのかが言えない。 

生徒３ 職業体験の記憶を英訳し、簡単な文をつく

ること。 

スピーチできる量の文の作成。表現を簡単なものに

して考える。 

生徒４ 相手が話しているのを上手く聞く。 英語を相手に上手く伝えることが難しいと思った。

他の人の発音などを聞いて学びたい。 

生徒５ 単語の意味を理解して読むことができるよ

うになった。大切なことなどの文のつくり

方が少しでも分かった気がする。 

自分の思っていることや表したいことを文に起こ

すことが難しいと思った。今までに習ってきた表現

で文を作っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元のゴールでの言語活動で求められる条件に照らし、実際の言語活動と振り返りを繰り返したことで、

自身が立てた単元の目標に対して、できるようになってきたことや難しいと思うことを自覚し、次の学習

への目標をもつ生徒の様子がうかがえる。 

 

第７時 単元のゴールでの言語活動で、他のクラスの生徒と混じったグループで言語活動を行う場面 

表３ 生徒の記述した単元末の振り返り 

 

 （１）この単元での学習を通して、できるようになってき

たことは何ですか。また、なぜできるようになってき

たと思いますか。 

（２）これからの学習で、さらにできるようになりた

いことは何ですか。 

生徒１ 相手の目を見て話せた。いつもはよくカンペを作っ

てそればっかり見ていたけど、今回は単語のチャー

トだけだったので、しっかり考えて言いたいことを

しっかり話せた。おかげでけっこうていねいにしゃ

べれた。 

自分で内容を考えてしっかり話せたので、かなり

ハードルが高いけど、その場で考えて答える今回

の質問みたいなのが焦らずしっかりできるよう

になりたい。 

生徒２ 学んだことなどを文に起こして言うことができるよ

うに少しはなった気がする。簡単な文でも言うこと

ができるようになって良かった。 

もっと今よりも難しい文を作って言えるように

なりたい。簡単な文でも意味がしっかり伝えられ

るようにしたい。 

生徒３ たくさん教科書を参考にしたからメモだけで話せる

ようになった。 

より少ないメモで話せるようにしたい。 

生徒４ どんな意味なのかを自分で考えることや、知ってい

る単語を使って頑張って伝えようとすることができ

た。他の人の発表・質問を聞いて、自分に生かすこ

とができた。 

英語が苦手だけど、発表してみてもっと知ってい

る言葉を増やして使えるようになりたいと思っ

た。大変で難しかったけど頑張ることができた。 

生徒５ 今まではあまり自分で文を考えて言うということが

無かったけど、この学習を通して文を考えて書き、

相手に伝えるということができるようになった。 

これからの学習でも分からない部分はあると思

うけど、あきらめずにこの学習が生かせるように

したい。 

図 11 生徒２が作成したスピーチ用メモ 図 12 生徒５が作成したスピーチ用メモ 

表２ 生徒が記述した振り返り 
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本単元では、対話的な学びにおける思考・判断・

表現の質をより高めるために、単元のゴールでの活

動の相手を、普段は別々に外国語を学んでいる他の

クラスの生徒とした。言語活動を通して初めて知る

事実や、相手の話す考え、思いを真剣に受け止めて

言語活動を継続しようしていた。各単位時間の学び

を進めてきたことを基に、自ら学習を調整し、段階

的に自信を深めていた。（図 13）。 

単元終了時の振り返りの記述には、自身の変容に

ついて気付いたことや、今後の学習で、より難しい

課題にも粘り強く取り組もうとする意志が表れている。 

 

外国語科の評価についての考え方において、「主体的に学習に取り組む態度」と「思考・判断・表現」と

は基本的に一体的に評価を行うものであるが、「主体的に学習に取り組む態度」は時間をかけて育まれるこ

とから、本単元の生徒の振り返り記述のみではなく、学期の他単元における〔話すこと〕領域の言語活動

の様子を踏まえて評価を行う点に留意が必要である。 

 

中学校学習指導要領解説（平成 29年告示）外国語編 第２章外国語科の目標及び内容 第１節 外国語

科の目標（２）には、「思考力、判断力、表現力等」を高めていくための学習過程が示されている。 

① 設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解する 

② 目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向性を決定し、コミュニケーションの見通しを立 

てる 

③ 目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行う 

④ 言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う 

 

これらの流れの中で、学んだことの意味付けを行ったり、既得の知識や経験と、新たに得られた知識を

言語活動で活用したりする学習を充実させることは、教師の一斉指導のみでは難しい。教師は、生徒が自

ら学習を調整することを促しながら、どんな学習方法で自身の言語活動の改善が図られたかの自覚化を図

り、得た達成感を次の学びへとつなげることで、自立的に外国語を学ぼうとする態度を育成したい。その

ためにも、ＩＣＴ等を活用しながら個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることを目指す単

元構想が必須である。 

 

 

 

 

 

 
 

図 13 他のクラスの生徒と言語活動を行う様子 
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